
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 医院・施設名 医 師 名 登 録 月 

①  玉井医院 玉井 方貴 2015年 6月 

②  有明苑  神谷  仁 2015年 6月 

③  平林耳鼻咽喉科医院 平林  源 2015年 7月 

④  信濃内科循環器科医院 田中  正雄 2015年 7月 

ＴＥＬ(直通) 0261-61-1455 、ＦＡＸ(直通) 0261-61-1456 
Ｅ-mail renkei@azumi-ghp.jp  

 受付時間  平日 8時 30分 ～ 17時、土曜日 ８時 30分 ～ 12時 30分（診療日に限ります） 
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おかげさまで、当院の連携登録医制度に、下記の先生方に新規お申し込みをいただきましたのでご紹介いた

します。今後末永いお付き合いをよろしくお願いいたします。（7月末現在、病診連携登録医数 63施設） 

患者さんのご紹介等に関するお問い合わせ・ご要望は、地域医療連携課で承っております。 

患患者者ささんんののごご紹紹介介等等診診療療情情報報にに関関すするるおお問問いい合合わわせせ・・ごご要要望望はは、、地地域域医医療療連連携携課課でで承承っってていいまますす。。  

北北アアルルププスス医医療療セセンンタターー  ああづづみみ病病院院  地地域域医医療療連連携携課課  

（写真：建築中の新病棟からみた外来棟と中病棟） 

『病診連携登録医募集のご案内』（地域の医療機関の先生方へ） 

当院では、患者さんを中心とした地域医療を円滑に推進するため、地域の医療機関の先生方のご支

援・ご協力をいただきながら、地域医療連携をさらに充実・発展・密なものとするべく『病診連携医

登録制度』を設けております。詳しくは、地域医療連携課へお気軽にお問い合わせください。 

                                   担当：三浦 

ＩＩＴＴ（（情情報報通通信信技技術術））をを用用いいたた医医療療連連携携シシスステテムム  

≪信州メディカルネットとは≫  

ＩＴ（情報通信技術）を用いて、長野県内の医療機関で電子カルテなどの診療情報を相互共有することができる

ネットワークシステム、地域に発生する診療情報を患者さんの同意のもと複数の医療機関で共有することによって、

関連医療機関における検査、診断、治療内容を正確に理解し、自施設の診療に反映させることで安全で高品質な医

療を提供し、地域医療の質の向上を目指すものです。 
 
≪患者さんへのメリット≫ 

 ・患者さんに関する情報共有が、迅速かつ詳細になります。 

 ・限られた医療資源を、有効かつ適切に利用できます。 
 
 このシステムは、電子カルテが導入されている医療機関の患者に関して、紹介・逆紹介の際に迅速かつ詳細な情

報共有を可能にします。（但し共有可能な情報は医療機関により制限があります）また、このシステムを利用して

いただくには、医療機関ごとに患者さんの同意書が必要になります。患者さんには、このシステム利用に関して特

別な費用の負担はありません。 
 
当院は、「信州メディカルネット」へ 2014年 2月１日から加入（公開開始）しております。 

 
病診連携を推進するうえで、情報共有は継続治療に有効であり患者さんも安心できます。また検査の重複を避け

ることにもなり医療費の縮減効果にも期待できます。電子カルテ未導入の医療機関様でもインターネット経由で参

照が可能です。 ぜひご加入のご検討をお願いいたします。 

問合せ先：●あづみ病院 地域医療連携課  ℡ 0261-61-1455 または 

      ●特定非営利活動法人 信州メディカルネット協議会（信州大学医学部附属病院内） 

                     ℡ 0263-37-3174 
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狩野 修治 
（かのう しゅうじ） 

 

整形外科(医長) 
 

日野 雅仁 
（ひの まさひと） 

 

整形外科 
 

◆信州大学（平成 17年 3月卒） 

◆専門医等：日本整形外科専門医 

◆所属学会：日本整形外科学会 

      日本人工関節学会 

骨折治療学会 

中部日本整形外科災害外科学会 

日本リハビリテーション学会 

◆信州大学（平成 24年 3月卒） 

◆所属学会：日本整形外科学会 

中部日本整形外科災害外科災害外科学会           

 

 
◆７月よりあづみ病院でお世話になっております。茨城県出身で、信州大学に

入学して以来、長野県で過ごしています。趣味はバスケットボールで、休日

は所属している社会人チームで体を動かしています。 

 整形外科医としてはまだまだ未熟な点が多くありますが、このあづみ病院  

 で一生懸命研修をし、少しでも地域のお役に立てればと思っております。 

 よろしくお願い致します。 

 

77月月 1166日日  植植込込みみ型型補補助助人人工工心心臓臓勉勉強強会会    

講講師師：：信信州州大大学学医医学学部部附附属属病病院院  循循環環器器内内科科      元元木木  博博彦彦  先先生生  

西西８８階階病病棟棟  副副看看護護師師長長      両両角角  光光市市  先先生生  

◆7月 1日よりあづみ病院で整形外科として勤務している狩野修治と申しま

す。出身は群馬県渋川市で伊香保温泉・水沢うどんなどで有名なところです。

1998 年に信州大学に入学、以来長野でくらし、気付けば故郷ですごした時

間より長野で暮らした時間のほうが長くなっています。骨折などの外傷や下

肢の疾患を中心に整形外科医として地域の皆様のお役に立てるように頑張り

ますのでよろしくお願いいたします。 

先先日日、、信信州州大大学学のの相相談談員員ささんんかからら「「33 月月かからら人人工工心心臓臓をを用用いいたた治治療療がが開開始始ととななりり、、今今後後そそのの人人工工心心臓臓をを装装着着さされれそそのの方方々々ががそそれれぞぞれれのの地地域域にに帰帰らられれまますす。。退退院院にに際際ししてて、、十十分分

にに患患者者教教育育・・家家族族指指導導はは行行いいまますすがが、、最最寄寄りりのの訪訪問問看看護護スステテーーシショョンンのの介介入入ももおお願願いいししたたいい。。是是非非、、医医療療チチーームムのの一一員員ととししてて関関わわりり人人工工心心臓臓をを装装着着さされれたた方方がが安安心心ししてて地地域域でで生生

活活ででききるるよよううにに連連携携ををととっってていいたただだききたたいい」」とといいううおお話話ををいいたただだききままししたた。。  

訪訪問問看看護護ととししててもも、、意意向向にに沿沿いいたたいいとといいうう気気持持ちちででおおりりままししたたがが全全くく人人工工心心臓臓ににつついいててのの知知識識ががなないいたためめ、、私私たたちちがが介介入入すするるここととででメメリリッットトががああるるののだだろろううかか、、何何ががででききるるのの

だだろろううかか、、とと不不安安なな気気持持ちちででいいっっぱぱいいででししたた。。  

ししかかしし今今回回のの勉勉強強会会をを当当院院でで開開催催ししてていいたただだけけたたののでで、、病病院院ススタタッッフフ、、スステテーーシショョンン看看護護師師、、ソソーーシシャャルルワワーーカカーーななどど多多職職種種、、ままたた地地域域のの事事業業所所・・消消防防署署のの方方ななどどがが一一堂堂にに参参

加加すするるここととががででききままししたた。。講講義義のの内内容容ももわわかかりりややすすくく、、何何よよりりもも実実物物のの装装置置もも準準備備ししてていいたただだけけたたののでで、、イイメメーージジししななががらら理理解解すするるここととがが出出来来ままししたた。。  

医医療療技技術術がが進進歩歩ししてていいくく中中、、私私たたちちもも常常ににささままざざままなな情情報報ををキキャャッッチチしし、、医医療療者者ととししててのの役役割割やや地地域域ででのの役役割割をを明明確確ににしし、、活活動動ししてていいかかななけけれればばななららなないいとといいううこことと再再認認識識しし

ままししたた。。““保保健健・・医医療療・・福福祉祉ののつつななががりりがが大大事事””ととよよくく耳耳ににすするる言言葉葉でですすがが今今回回ははままささにに、、高高度度医医療療をを提提供供すするる病病院院とと地地域域のの病病院院、、そそししてて患患者者のの住住むむ地地域域ががつつななががっったた瞬瞬間間でではは

ななかかっったたかかとと思思いいまますす。。私私たたちち訪訪問問看看護護師師はは、、微微力力ななががらら、、ままずずははごご本本人人・・ごご家家族族かからら身身近近なな相相談談をを受受けけるるこことと、、寄寄りり添添ううここととかからら始始めめれればばいいいいののかかなな、、装装置置のの事事はは逆逆ににごご本本人人

かからら教教ええてていいたただだくくここととももででききるるののだだとと気気付付くくここととががででききままししたた。。おお忙忙ししいい中中、、勉勉強強会会にに出出張張ししてていいたただだいいたた信信大大のの先先生生方方にに感感謝謝のの気気持持ちちででいいっっぱぱいいでですす。。ままたたここののよよううなな機機会会

ががああれればば参参加加ししてていいききたたいいとと思思いいまますす。。（（出出席席者者数数：：院院内内外外合合わわせせ  112233名名））                                                    （（訪訪問問看看護護スステテーーシショョンンああづづみみ  田田中中夏夏江江））  

77月月 2233日日    
講講演演：：「「ああづづみみ病病院院ででのの循循環環器器診診療療のの現現状状とと今今後後ににつついいてて」」  

講講師師：：    ああづづみみ病病院院  副副院院長長  兼兼  循循環環器器病病セセンンタターー長長  兼兼  循循環環器器内内科科部部長長  

富富田田  威威  先先生生  

77 月月 2233日日、、当当院院会会議議室室ににおおいいてて、、第第 4455 回回ああづづみみ病病院院  地地域域連連携携懇懇話話会会をを開開

催催ししままししたた。。新新倉倉副副院院長長かからら新新病病棟棟建建築築のの状状況況説説明明、、地地域域連連携携デディィススカカッッシショョンン

のの後後、、新新任任医医師師紹紹介介をを行行いいままししたた。。引引きき続続きき、、当当院院  副副院院長長兼兼循循環環器器病病セセンンタターー

長長兼兼循循環環器器内内科科部部長長  富富田田威威先先生生にによよりり「「ああづづみみ病病院院ででのの循循環環器器診診療療のの現現状状とと今今

後後ににつついいてて」」とと題題ししてて講講演演をを行行いいままししたた。。  

当当院院循循環環器器内内科科のの通通院院患患者者ささんんはは、、高高齢齢者者のの割割合合がが多多くく、、そそのの中中のの心心不不全全のの特特

徴徴ととししてて収収縮縮能能がが保保たたれれたた心心不不全全がが多多くく、、原原因因ととししてて高高血血圧圧がが多多数数をを占占めめ、、合合併併

症症ととししてて心心房房細細動動とと貧貧血血、、睡睡眠眠時時無無呼呼吸吸症症候候群群をを有有すするる割割合合がが高高いいととののここととででしし

たた。。  実実際際のの症症例例ををももととににカカテテーーテテルルアアブブレレーーシショョンン治治療療のの映映像像ななどどのの侵侵襲襲的的治治

療療方方法法、、退退院院後後のの生生活活指指導導ななどど詳詳細細なな説説明明ををいいたただだききままししたた。。ままたた、、77月月かからら運運

用用ををははじじめめたた循循環環器器病病セセンンタターーのの体体制制のの説説明明ももあありり、、講講演演後後はは医医師師、、救救急急救救命命士士

かからら質質問問ををいいたただだきき、、よよいい情情報報交交換換のの場場ととななりりままししたた。。  

次次回回はは 1100 月月開開催催をを予予定定ししてておおりりまますすののでで大大勢勢のの先先生生方方のの参参加加ををおお待待ちちししてて

おおりりまますす。。（（出出席席者者数数：：院院内内外外合合わわせせ  8866名名））    （（地地域域医医療療連連携携課課  山山崎崎裕裕美美））  

  

  

  

  

  

  

（（看看護護部部外外来来  吉吉岡岡洋洋子子））  


